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1. はじめに
心拍数は、 精神的緊張の程度を知る指標とし
て比較的幅広く用いられ 19)、 スポーツの試合や
試験等の緊張場面での心拍数の分析が試みられ
ている 2)6)10)11)12)13)18 ）。 これらの研究では、
心拍数は通常に比べ試合時、練習試合に比べ公式
試合時で高く、試合の前後でも心拍数に差がみ
られた。また、選手の技術水準、場の経験等によっ
て心拍数に差がみられた等、心拍数は緊張時にお
ける精神的緊張の指標として分析されている。し
かし、山岡 18) らが指摘したように心拍数と内省
報告（あがり等との）との関連が充分になされて
いるとはいえないようである。また、緊張時にお
けるパーソナリティ特性に関する研究をみると
「あがり意識」、 「不安」等の内省報告等との関
係をみたものが多い 1)8)0)16)が、それらの指標は
対象者の自覚の程度に委ねられており、必ずしも
結果が一定していない。そのようなことから、本
研究グループでは、心拍数をそれらの客観的な指
標とし、運転免許仮検定時を緊張場面として捉え、
受験者の心拍数と態度（あがり意識等の）、状況
不安等との関連について分析を試みてきた 3) 4) 。
その結果、心拍数が「あがり」や「状況不安J 等
の客観的指標となり得ることを示唆してきた。
緊張時の心拍数とパーソナリティとの関係は坂
入 14) らによって報告されているものの、他には
みられないようである。 そこで、今回は受験者
の検定当日の心拍数とパーソナリティ特性との関
係について分析を試みた。
2. 方法
1) 調査期間及び対象
調査期間は昭和60年 1月～11月であり、公認自
動車教習学校（山形、栃木、東京、千菓、神奈川、山
梨等）での受験生203名（男子 185名・女子18名）
を研究対象としているが、今回は心拍数とパーソ
ナリティとの関係を中心に分析したため、仮検定
当日で心拍数の測定が可能であった、男子37名を
対象（被験者）とした。
2) 調査（測定）及び内容
(1)被験者に対して、心拍数測定、属性、態度、
徴候、不安 (CSAl-2) 調査及び人格検査 (16PF)
を実施した。
(2)心拍数は仮検定当日の受験者集合時間の約15
分前から仮検定試験終了後約30分まで継続して測
定した。また、安静時の心拍数は仮検定日以外の
-43-
朝食前に測定したものを用いた。測定機器は、 H.
R. メモリ MAC （ヴァイン社）を使用し、胸
部誘導によって心拍数を測定した。
(3)人格調査は16PF (The Sixteen Personality 
Factor) 日本文化社を使用し、仮検定終了後に
調査した。
3) 分析方法について
(1)心拍数の測定結果を仮検定の説明時（以下、
説明時）約30~50分間、仮検定直前の後部座席時
（以下、後部席時）約12分間、仮検定時（以下、
検定時）約10~12分間、検定終了 5分後（以下、
終了後）の5分間について集計した。その集計結
果を基に、仮検定当日（説明時～終了後）の平均
心拍数、安静時心拍数から各測定時にかけての増
加数（差）及び増加率、検定当日の各測定時相互
の増加数（差）または減少数（差）等を求めた。
なお、心拍数は10秒間隔によって測定したものを
1分間値に換算して用いた。
(2) 1 6 PF は一次因子 (16項目）と二次因子
(4 項目）で診断されている。二次因子は一次因
子より包括的、概括的であり、 1 6 PF の尺度間
の関係を端的に要約するもの＂）とされていること
から、今回はその二次因子 I の外向性（内向性一
外向性）因子、 Il の不安（低不安一高不安）因子、
III の活動性（心情的一行動的）因子、 Wの独立性
（依存性ー独立性）因子について分析を加えた。
(3) 1 6 PF では一次、二次因子ともに、ステン
得点 3 点以下を低得点方向、 4- 7点を普通、 8 点
以上を高得点方向とみなしているが、今回は被験
者の数が少ない関係から、 S. Karsonの解釈 17)
に従い、 4 点以下を低得点方向、 5- 6を標準点、
7 点以上を高得点方向とし、 3 群で比較した。
(4)今回の分析にあったっては、 3) - (1)で求
められた心拍数を 1 6 PF の二次因子項目の得点
群によってクロス集計し分析を加えた。
3. 結果と考察
図 1 - 1 は 1 6 P F の二次因子 I の向性因子の
各群（「低得点方向（以下、内向性群）」・「標
準得点（以下、標準群）」・「高得点方向（以下、
外向t生群）」）の仮検定当日の心拍数の推移を比
較したものである。
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図1-1 16PFの二次因子・向性因子の
3群の仮検定当日の心拍数の推移
仮検定当日の心拍数の推移をみると、説明時か
ら検定時にかけて「内向性群」や「標準群」に比
ベ「外向性群」が低くなっており、一定した傾向
がみられたが各群間には有意な差は認められなかっ
た。しかし、検定終了後の心拍数及び検定時から
検定終了後の心拍減少数や減少率を各群で比較し
てみると、 「内向性群」や「外向性群」は検定直
前の後部席時の心拍数に比べ高くなっているのに
対して、 「標準群」では低くなっていること、ま
た、検定から検定終了 5 分後にかけての心拍減少
数及び減少率においても、「内向性群 (19．曲B／分
14. 2%) 」や「外向性群 (18.3拍／分、 14.5%) J 
に比べ「標準群 (26.3拍／分、 20. 0%) 」で心拍
減少数や減少率が大きくなっていた。 t 検定の結
果、心拍減少数では「標準群」と内向性群」間
(P<0.10入減少率では「標準群」と「内向性群」
間 (P<0.10) 及び「外向性群」間 (P<O. 10) 
に差がみられた。すなわち、検定終了後の心拍数
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の回復の程度には差異がみられ「標準群」は心拍
数の回復が早く、 「内向性群」や「外向性群J は
回復が遅い傾向がみられた。このように、向性因
子では「標準群」と「内向性群」や「外向性群J
間では差のある傾向がみられたものの、 「内向性
群」と「外向性群」間では仮検定当日を通して明
かな差異は認められなかった。
図 2 -1 は 1 6 PF の二次因子 1I の不安因子の各
群（「低得点方向（以下、低不安群）」・「標準
得点（以下、標準群）」・「高得点方向（以下、
高不安群）」の仮検定当日の心拍数の推移を比較
したものである。
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図2~1 16PFの二次因子・不安因子の
3群の仮検定当日の心拍数の推移
「低不安群」や「標準群J に比べ「高不安群J
で仮検定当日の心拍数は高くなっているが、説明
時から検定時までの各測定時では明らかな差は認
められなかった。しかし、後部席時から検定時に
かけての心拍増加数及び増加率をみると「低不安
群 (19. 8拍／分、 18. 9%) 」に比べ「標準群
（拍／分、 27. 1%）」や「高不安群 (24. 7拍／分、
23. 7%) 」で心拍増加数や増加率が高くなってい
た。 t検定の結果、 「低不安群」と「標準群」間
の心拍増加率では有意な差 (P<O. 05) が認めら
れた（心拍増加数はP<0.10) 。次に、検定終了
後の心拍数をみると、 「低不安群」や「標準群」
比べ「高不安群J で高くなっており、「高不安群」
と「標準群J 間で有意な差 (P<O. 05) が認めら
れた。また、検定の前後の心拍数をみると「低不
安群」は後部席時より検定終了後時で低く、検定
終了 5 分後で検定前（後部席時）の状態に回復し
ているのに対して「高不安群」では後部席時より
検定終了後時で高く、検定終了 5 分後ではまだ検
定前の状態に回復していない。すなわち、検定前
（後部席時）の心拍数は「低不安群」と「高不安
群」では同等の数値であったにも拘わらず、検定
後の心拍数の回復の程度は「低不安群J で早く、
「高不安群」で遅い傾向にあったといえよう。こ
のように、不安因子の程度によって検定直前から
検定時にかけての心拍増加数や増加率、検定時か
らの心拍減少数や減少率には差異のある傾向が示
された。しかし、検定当日の説明時、後部席時、
検定時の各測定時ての心拍数及び安静時からの心
拍増加率には有意な差は認められなかった。
Spiel berger は不安を安定したパーソナリティ
特性としての特性不安と一時的情動状態としての
状態不安に区別している 5)。今回のパーソナリティ
特性による不安因子と心拍数との関係をみると、
安静時からの増加数や増加率では不安因子の程度
による差異は認められなかったが、検定直前から
検定時にかけての心拍増加数や増加率では「低不
安群」で少ない傾向が示された。しかし、これま
での本研究グループ4) での仮検定に対する状況
（状態）不安の程度と心拍数の関係では、状況不
安の程度の強い者は検定当日を通して心拍数及び
安静時から各測定時にかけての心拍増加数が高く、
状況不安の程度が弱い者は心拍数や心拍増加数が
少ない傾向は認められているが、検定直前から検
定時にかけての心拍増加数や増加率では差が認め
られなかった。このことから、緊張時における心
拍数は特性不安と状況状不安では必ずしも一致し
ているとはいえない。また、坂入 15) らは検定前
の状況不安とパーソナリテイの関係を分析した結
果、状況不安の内容「鼓動が激しくなった」と 16
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PF の不安因子とに相関があったと報告している
が、今回の心拍数と不安因子との関係をみるかぎ
り、検定直前から検定時にかけての心拍増加数や
増加率で、その傾向が示されたにすぎない。これ
は本人が自覚した心拍数と測定された心拍数との
相違等によるものと考えられる。
図 3 -1 は 1 6 PF の二次因子mの活動性因子の
各群（「低得点方向（以下、心情的群）」・「標
準得点（以下、標準群）」・「高得点方向（以下、
行動的群）」の仮検定当日の心拍数の推移を比較
したものである。
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図3-1 16PFの二次因子・活動性因子の
3群の仮検定当日の心拍数の推移
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図3-2 16PFの二次因子・活動性因子の3群の安
静時から各測定時にかけての心拍増加率
説明時から検定時までの 3 群の心拍数の推移を
みると、活動性の程度による差異はみられず、各
群ともにほぼ同様の推移となっている。また、仮
検定当日の説明時や後部席時から検定時にかけて
の心拍増加数及び心拍増加率をみても、活動性の
程度による差異は認められなかった。しかし、安
静時から検定当日の各測定時にかけての心拍増加
率（図 3 -2) をみると、説明時、後部席時、検定
時の各測定時に共通して「心情的群」に比べ「標
準群」や「行動的群」で増加率が大きい一定した
傾向 (P<0.10) がみられた。すなわち、検定前
から検定時までの各測定時での心拍数には活動性
因子の程度による差異はみられなかったが、安静
状態での心拍数からの増加率では活動性因子の程
度によって差異がみられた。
また、検定終了 5 分後の心拍数（図 3 -1) は
「行動的群 (100. 7拍／分）」や「標準群 (110. 7拍
／分）」に比べ「心情的群 (115. 3拍／分）」で高
くなっていた。 t検定の結果、 「心情的群」と
「標準群」間 (P<O. 05) 、「心情的群」と 「行動
的群」間 (P<O. 05) に有意な差が認められた。
検定時から終了 5 分後にかけての心拍減少数や減
少率をみても「行動的群 (27.6拍／分、 21.1%) 」
は「心情的群 (12. 1拍／分、 19.8% ）」、「標準群
(19. 4拍／分、 14. 7%）」に比べ心拍減少数や減少
率が大きくなっており、「行動性群」と「心情的
群」間（減少数にP<O. 01及び減少率にP<O. 01) 、
「行動性群」と「標準群」間（減少数にP<O. 05) 
及び減少率にP<O. 05) に有意な差が認められた。
また、検定の前後（後部席時と検定終了5分後）
の心拍数をみても、「心情的群」は検定前 (106.0
拍／分）に比べ検定後 (115. 3拍／分）で高いの
対して「行動的群」は検定前 (105. 6拍／分）に
比べ検定後 (100. 7拍／分）で低くなっていた。
すなわち、検定前の心拍数は「心情的群」と「行
動的群」で同等の数値であったにも拘らず、検定
終了後における心拍数は「心情的群」で回復が遅
く、「行動的群」で回復が早い傾向にあったとい
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える。このように、緊張時における心拍数は活動
性因子の程度によって差異のあることが示された。
図 4 -1 は 1 6 PF の二次因子Nの独立性因子の
各群（「低得点方向（以下、依存性群）」・「標
準得点（以下、標準群）」・「高得点方向（以下、
独立性群）」）の仮検定当日の心拍数の推移を比
較したものである。
説明時から検定時までの心拍数の推移をみると、
各測定時とも「独立性群」に比べ「標準群」や
「依存性群」で心拍数が高くなっており、 「独立
性群」と「標準群」間の説明時 (P<0.10) 、検
定時 (P<O. 05) に差が認められた。
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図4-1 16PFの二次因子・独立性因子の
3群の仮検定当日の心拍数の推移
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図4-2 16PFの二次因子•独立性因子の 3 群の安
静時から各測定時にかけての心拍増加率
また、図 4-2に示すように、安静時から説明時、
後部席時、検定時にかけての心拍増加率をみても
「独立性群」に比べ「標準群」や「依存性群」で
心拍増加率が大きくなっており、 「独立性群」と
「標準群」間の説明時 (P<O. 05) 、後部席時 (P
<0.05)、検定時 (P<0.01) に有意な差が、「独立
性群」と「依存性群」間の後部席時 (P<O. 10) 、
検定時 (P<0.10) に差のある傾向が示された。
すなわち、検定前から検定時までの心拍数や安静
時からの心拍増加率は「標準群」や「依存群」で
高く、 「独立性群」で低い傾向にあったといえよ
う。次に、検定から検定終了後の心拍減少数や減
少率（図 4 -1) をみると、 「依存性 (16. 7拍／分、
12. 4%) 」や「独立性 (13. 1拍／分、 11. 2%) 」
に比べ「標準群 (27.8拍／分、 20. 7%) 」で心拍
減少数や減少率が大きくなっており、減少数、減
少率ともに、 「標準群」と「依存性群」間 (P<
0.05)、「標準群」と「独立性群」間 (P<O. 01) 
に有意な差が認められた。すなわち、緊張時から
開放後の心拍数は「標準群」で回復が早く、 「依
存性群」や「独立性群」で回復が遅い傾向が顕著
に示された。このように、緊張時における心拍数
は独立性因子の程度によっても差異のあることが
示された。
1 6 PF の二次因子（「向性」・「不安」・「活動
性」・「独立性」）と仮検定時の心拍数との関係を
みてきたが、二次因子項目の各群に共通して、検
定時に近づくに従って心拍数は増加し、検定時で
最も高く、検定終了後に減少するという同一のパ
ターンが示された。しかし、二次因子の項目によっ
て各測定時の心拍数や心拍増加率等の変動の程度
には差異がみられた。緊張場面や対象は異なるが、
坂入 I 4) らは高校体操競技大会での選手の心拍数
と性格との関係を分析した結果、精神不安定、社
会的不適応、分裂性、神経質性の強い傾向にある
ものは実験中の心拍数の上昇が少なく、性格特性
によって緊張時の心拍数には差異がみられたと指
摘している。これらのことから、パーソナリティ
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特性の内容によっては、緊張時での生理的な反応 文 献
の程度に差異が生じることを示唆するものではな
いかと思われる。しかし、本研究グループでも指
摘してきたように緊張時において心拍数を変動さ
せる原因は多様であるものと思われる。なかでも
パーソナリティ特性は、個々人の成育歴の中で育
成されてきた比較的安定した特質といわれ')、パー
ソナリティの形成過程には、日常生活における環
境、経験等の様々な要因によっても影響をうける
ものと考えられている。今後、パーソナリティの
形成要因等についての分析の必要性が示唆された。
4. まとめ
運転免許仮検定を緊張時として捉え、心拍数と
パーソナリティ特性との関係について分析を行っ
た結果、次のことが指摘できよう。
l) 活動性因子では「心清的群」に比べ「行動的
群J 、独立性因子では「独立性群J に比べ「標準
群」や「依存性群」で検定時の心拍数や安静時か
らの心拍増加率は高い傾向がみられた。また、不
安因子では「低不安群J で検定直前から検定時に
かけての心拍増加率が低い傾向がみられた。
2) 向性因子では「内向性群」 「外交性群」に比
ベ「標準群J 、不安因子では「高不安群」に比べ
「低不安群」、活動性因子では「心情的群」に比
ベ「行動的群」、独立性因子では［依存性群」や国{
立性群J に比べ「標準群」で検定時から終了後の
心拍減少数や減少率が高い傾向がみられ、検定後
の心拍数の回復の程度には 4 因子の各群間に差異
がみられた。
今回の結果からいえば、仮検定時の心拍数の変
動にはパーソナリティの一特性によって差異がみ
られた。しかし、緊張時での心拍数はパーソナリ
ティを形成している様々な特性が緊張場面の状況
等の複合的な影響によって変動するものと考えら
れる。今後、パーソナリティ特性の形成要因、緊
張場面の状況等と心拍数との関係について詳細な
分析を加えたい。
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